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等
の
現
地
調
査
を
行
な
う
予
定

で
す

。

と
課
題
や
関
係
機
関
に
よ
る
保

全
利
用
活
動
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
を
行
な
い
ま
し
た

。

説
明
の
後

、
生
徒
か
ら

「
木

を
伐

っ
て
利
用
す
る
生
活
の
た

め
の
森
と
木
を
伐
ら
な
い
森
と

の
バ
ラ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
に
保

つ
の
か

」
「
山
岳
部
保
全
募
金

の
集
ま
り
が
十
分
で
な
い
の
は

な
ぜ
か

」
等
予
定
時
間
を
延
長

し
て
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
る

と
と
も
に

、
展
示
室
の
写
真
や

資
料
に
興
味
深
く
見
入

っ
て
お

り

、
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま

し
た

。

保全活動の説明

一
二
月
三
日

、
東
京
学
芸
大

学
附
属
国
際
中
等
教
育
学
校
の

生
徒
三
〇
名
が

、
環
境
と
人
間

の
か
か
わ
り
方
に
関
す
る
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
の
一
環
と
し
て
当

セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
ま
し
た

。

は
じ
め
に
生
徒
代
表
か
ら
来

島
訪
所
の
目
的
に
つ
い
て
説
明

が

あ

り

、
そ

の

後

、
当

セ

ン

タ
ー

か
ら
屋
久
島
世
界
遺
産
地

域
の
保
全
管
理
に
関
す
る
現
状

れ
る
こ
と
な
ど
も
踏
ま
え

、
屋

久
島
等
の
世
界
遺
産
地
域
・
予

定
地
で
の
影
響
に
関
す
る
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す

。
な
お

、
今
回
は
花
之
江
河

屋

久

島

世

界

遺

産

地

域

第

二

回

科

学

委

員

会

開

催

東

京

学

芸

大

学

附

属

国

際

中

等

教

育

学

校

来

訪

緑
肥
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い

た
が

、
野
生
化
す
る
越
年
草

。

茎
は
高
さ
一
〇
～

二
五
㎝

、
小

葉
は
七
～

一
一
個
で
先
は
ま
る

い

。
花
は
長
い
花
茎
の
先
に
紅

紫
色
の
花
が
七
～

一
〇
個
輪
状

に
な
ら
ぶ

。
室
町
時
代
に
中
国

か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の

。
別
名

ゲ
ン
ゲ

。

花
期
一
～

三
月

屋久島の植物

レンゲソウ
（まめ科）

一
二
月
一
八
日

、
第
二
回
屋

久
島
世
界
遺
産
地
域
科
学
委
員

会
を
九
州
森
林
管
理
局

、
九
州

地

方

環

境

事

務

所

、
鹿

児

島

県

、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
及

び
屋
久
島
町
に
よ
り
共
同
で
屋

久
島
環
境
文
化
村
セ
ン
タ
ー

に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た

。

同
委
員
会
は

、
昨
年
六
月

、

屋

久

島

の

自

然

環

境

を

把

握

し

、
科
学
的
な
デ
ー

タ
に
基
づ

い
た
順
応
的
管
理
に
必
要
な
助

言
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
設
置

し
ま
し
た

。

今
回
は

、
屋
久
島
の
価
値
に

つ
い
て

「
地
形
・
地
質

」
の
重

要

性

を

説

明

で

き

る

可

能

性

や

、

「
能
動
的
な
管
理
を
行
な

調査･研究報告会

価

値

の

再

確

認

と

管

理

計

画

の

基

本

方

針

に

つ

い

て

議

論

そして、愛子岳山頂の樹木はさらに矮小化し、樹高
30～50cmの緻密な群落を形成する。プロットの階層
区分は困難であるため、目視による確認種は、ｱｵﾔ
ｷﾞｿｳ･ﾋﾒﾂﾙｱﾘﾄﾞｵｼ･ﾁｬﾎﾞｼﾗｲﾄｿｳ･ｲｿﾉｷ･ﾔｸｼﾏｺｵﾄｷﾞ
ﾘ･ﾔｸｼﾏｶﾗﾏﾂ･ﾔｸｼﾏﾁｬﾎﾞｾﾞｷｼｮｳ･ｲｯｽﾝｷﾝｶ･ｾﾝﾌﾞﾘ･ｺ
ﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ･ﾂｸｼｳｽﾉｷ･ｺｹﾄｳﾊﾞﾅ･ｱｾﾋﾞ･ｺﾒｽｽｷ･ﾋｶｹﾞ
ﾉｶｽﾞﾗ･ｽﾐﾚ･ﾋﾒﾊｷﾞ･ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ･ﾋﾒｶｶﾗ･ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ･ﾔｸ
ｼﾏﾐﾔﾏｽﾐﾚ･ｼｼｶﾞｼﾗ･ﾋｶｹﾞﾂﾂｼﾞ･ﾐﾔﾏﾋﾞｬｸｼﾝ･ｹｲﾋﾞﾗﾝ･
ｻﾂｷ･ｱｶｶﾞｼである。

う
こ
と

」
を
管
理
計
画
に
盛
り

込
む
こ
と

、
基
本
方
針
や
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
項
目
・
指
標
・
手
法

に
関
す
る
こ
と
な
ど
が
議
論
さ

れ
ま
し
た

。
次
回
会
議
で
は
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
計
画

（
案

）
策
定

を
見
据
え
て

、
既
存
の
調
査
研

究

、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
事
業
の

レ
ビ

ュ
ー

を
行
な
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た

。

ま
た

、
会
議
前
日
に
は

「
屋

久
島
に
お
け
る
調
査
研
究
・
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
成
果
報
告
会

」

に
お
い
て
民
・
学
・
官
の
よ
る

調
査
・
研
究

、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

等
の
報
告
が
行
な
わ
れ

、
そ
の

後

「
屋
久
島
の
価
値
～

ヤ
ク
ス

ギ
と
垂
直
分
布

」
と
題
し
て
屋

久
島
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
た
調

査
研
究
に
長
く
携
わ

っ
て
来
ら

れ
た
研
究
者
を
講
師
と
し
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た

。
多
数

の
町
民
や
学
生
等
の
参
加
を
得

て

、
熱
心
に
講
演
に
聞
入

っ
た

り
す
る
様
子
や
専
門
的
な
意
見

交
換
を
行
な
う
場
面
も
見
ら
れ

盛
会
で
終
え
ま
し
た

。

科学委員会の様子

一
二
月
四
日

、
気
候
変
動
の

影
響
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
等
を
行
う

た
め

、
早
稲
田
大
学
森
川
靖
教

授
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
家
に

よ
り

、
現
地
調
査
に
関
す
る
検

討
が
当
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま

し
た

。
昨
今

、
地
球
温
暖
化
等

の
影
響
に
つ
い
て

、
世
界
遺
産

地
域
へ
の
影
響
が
生
じ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
の
問
合
せ
も

あ
る
中

、
世
界
遺
産
の
保
全
状

況
に
つ
い
て
定
期
報
告
を
行
な

う
こ
と
や
生
物
多
様
性
条
約
第

一
〇
回
締
約
国
会
議
に
お
い
て

世
界
自
然
遺
産
地
域
と
気
候
変

動
の
影
響
に
つ
い
て
も
議
論
さ

愛子岳植生垂直分布調査
（平成１８年度調査）

・愛子岳山頂（標高1235ｍ地点）
愛子岳山頂は360°のパノラマが展開し、雄大な眺

望を体験できる。
プロットは、１２００メートルのプロットから山頂までの

間には、矮小化した灌木状のｽｷﾞ･ﾋﾉｷ･ﾂｶﾞ･ｱｾﾋﾞ･ｻｸ
ﾗﾂﾂｼﾞ･ｻﾂｷ･ﾊｲﾉｷなどの低木（樹高0.5～1.5m)が岩
場と岩場を埋めるように密に群生しており、それらの
下層には、ﾋﾒｶｶﾗ･ﾋﾒｱﾘﾄﾞｵｼ･ｲﾄｽｽｷ･ｾﾝﾌﾞﾘ･ﾋｶｹﾞﾉｶ
ｽﾞﾗなどが生育している。

気候変動の影響調査会議の様子気候変動の影響調査会議の様子気候変動の影響調査会議の様子



年

頭

挨

拶

屋
久
島
森
林
管
理
署
長

木

暮
甲

吉

残
し
た
い
美
し
い
森
、
伝
え
た
い
木
の
文
化

新

年

あ

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

皆

様

方

に

お

か

れ

ま

し

て

は

ご

家

族

共

々

良

い

年

を

迎

え

ら

れ

た

こ

と

と

お

慶

び

申

し

上

げ

ま

岳

す

。昨

年

は

今

世

紀

最

大

の

「

皆

既

日

浦

食

が

観

ら

れ

る

島

」

も

手

伝

っ

て

、

洋

上

の

ア

ル

プ

ス

と

も

称

さ

れ

る

こ

之

の

屋

久

島

が

こ

れ

ま

で

に

増

し

て

脚

光

を

浴

び

た

一

年

で

も

あ

り

ま

し

宮

た

。私

達

は

、

皆

様

と

と

も

に

こ

の

貴

重

な

森

林

を

中

心

と

し

た

世

界

自

然

取

組

が

実

を

結

ぼ

う

と

し
て
お

り

、

遺

産

の

屋

久

島

を

後

世

に

伝

え

て

い

今

ま
さ
に
林

業

再

生

に
向

け
た
変

革

く

義

務

と

責

任

を

背

負

っ

て

い

ま

の
時

が
や
っ
て
き

て
い
ま

す

。
今

年

は

す

。

屋

久

島

森

林

管

理

署

で

は

、

こ

こ
れ

ま
で
の
取

組

を

集

大

成

し
挑

戦

の

世

界

自

然

遺

産

地

域

を

は

じ

め

と

か

ら

定

着

へ
と

い
う

大

事

な

年

に
し

し

た

森

林

と

人

と

の

ふ

れ

あ

い

の

場

た
い
と
考

え
て
い
ま
す

。

を

提

供

す

る

た

め

風

景

林

（

大

川

の

こ
の
貴

重

な

屋

久

島

の
森

林

生

態

滝

、

千

尋

の

滝

、

田

代

ヶ

浜

）
、

自

系

や
生

物

多

様

性

の
保

全

等

を

地

域

然

休

養

林

（

ヤ

ク

ス

ギ

ラ

ン

ド

、

白

の
皆

様

と
連

携

し
な

が

ら

下

段

に
あ

谷

雲

水

峡

）

な

ど

の

整

備

に

努

め

る

り

ま

す

「
次

期

森

林

計

画

（
平

成

二

と

伴

に

世

界

自

然

遺

産

地

域

の

中

核

三

年

四

月

一

日

～

平

成

二

八

年

三

月

を

森

林

生

態

系

保

護

地

域

に

指

定

し

三

一

日

）
に
つ
い
て
の
屋

久

島

森

林

管

多

く

の

自

然

と

貴

重

な

植

物

種

等

の

理

署

の
検

討

方

向

」
に
基

づ

き

百

年

適

正

な

管

理

と

保

全

に

努

め

て

き

ま

先

二

百

年

先

を

見

越

し
た

も

の
に
し

し

た

。

た
い
と
考

え
て
い
る

次

第

で
す

。

一

方

、
標

高

の
低

い
通

称

前

岳

の

今

年

が
屋

久

島

町

並

び

に
町

民

皆

国

有

林

に
お

い
て
は

、
森

林

吸

収

源

様

の
前

進

の
年

に
な

り

ま

す

よ

う

御

対

策

を

目

的

と
し
た

間

伐

を

推

進

す

祈

念

申

し
上

げ

簡

単

で
は
あ

り

ま

す

る

と

伴

に
生

業

と
し
て
の
林

業

を

も

が

新

年

の

挨

拶

と

さ

せ

て

頂

き

ま

目

指
し
て
き

た
こ
れ

ま
で
の
様

々

な

す

。

● 公益的機能の維持増進を旨とする管理経営を行うとの方針の下、多

様で健全な森林整備・保全を行うほか、森林吸収源対策及び生物多様

性保全対策として引き続き間伐を推進する方向です。

● 海岸保安林の保全機能を維持することとし、松食い虫駆除の実施と

ともに、保全機能の低下した松林においては広葉樹への樹種転換など

多様な森林の造成を推進する方向です。

● 貴重な植物種の保護を目的とする保護林の適切な管理とともに、自

然の観察や森林浴などの利用を目的とするレクリエーションの森につ

いては、歩道整備等の維持管理を実施する方向です。

● 森林生態系及び生物多様性の保全を図るため、地域との連携を図り

つつシカ被害対策を実施し、併せて誘導伐を活用した循環型の森林づ

くりを進めるとともに、森林施業の適切な実施により森林の保護・管

理に努める方向です。

● 社会貢献活動として森林づくりに参加・協力したいとするボランテ

ィア団体等の要請に応えるため、「ふれあいの森」制度を活用して、国

民参加による森林づくりを推進する方向です。

● 生産システムのコスト縮減と生産性の向上を図るため、簡易で壊れ

にくい路網の整備を引き続き推進し、民・国一体となった技術の向上

・定着に努める方向です。

● これまで利用されてこなかった林地残材等の有効利用を図るため、

これらを含む国産材のシステム販売に努める方向です。

● 民有林と連携して効果的な治山対策の実施に取り組むとともに、地

域住民と協動して災害を減らす対策を進める方向です。

次期森林計画についての屋久島森林管理署の検討方向


